
















l 研究のねらい て,｢被加数の 10の補数に若目し,加数分解し
てたす｣というたし算の計算の仕方を兄いだし.














9 けいさんの しかたを いいましょう｡
に あてはまる かずを かきましょう｡
日 )9+3の けいさんのしかた●●●●●
9に[= ] を たして ロ∃































































































































































































































吹 時 学こ.削舌動 臥 .草 か酌 数学 的 な考 え方 表 現 .処 理 知 識 .理 解
1 8+3なと-の.iI A:j旺んで.ui也に,) a:IJHEJ'Jl肺V)ノJ.IL- ※ 描
T)I.U川二ノJIを玖l.117 いて弓と.トトるO でブロックを仙か
ロ .ノクを動かして <1.1A.lt■u)～己.[■> して指えJtrr_:すd
々.えるo B :^{;えが ー0をこえ7ur=LnI!-/.)いて考 ていこうとするo <]一lAlJ'U)).:kl-i,づと.,:>2 7+5などの.日 B:プロ/クを比な ※ B:JIl数'Jl附u)ノjil;.
1,7-_U)Jl_-ノJをTll.Rl7 <1,LuX:l1,のL:AJ'.> がrノJ日放'/ftlJギu)ノJ で,it′T)-_a)∩:ノJをま
ロックをI,A.な/J{Lr) (JIl=LIJH'"l縦税的にみ はで.'l.r)rv)什ノJを とめているo
七一え7uo(本 時 ) ていく) .:qlリけ る○<11.紫llFV)I:.h'-ぺJiと.il> <1.1.菜経の ノー ト>
3 9+5などU).う■l A:J州放'JjL縦V)よさ ※ B:Jli/i/)jh肘V)ノJ.I_:.
1,)二U)什 ノJをJLをみ J1,,此lyけ るO で.il.r):a)什ノJをま
てJ5-える〇 B:八をみて.J)lJ致'J>仰〝)ノJは.で.日.ち)_U)什ノ'を.klHすち.<Il文中U)t■irーやづと.T とめている〇<Il.yl:後U)ノ-ト>
l 4+8などU).iJL B:J日払分僻U)ノji: B:Jtをみて,加放 汰
Jn:の什ノJをJf,.えるO で.汁1TU)化ノJ-Li.脱桝する○<),ヱ2-小の仰/.ぺJ堀.i1> /)州竿の)jはで7F:.('l;L:.汗吉)■す7i,つ<ナ1洗車の械f1,雅.ー>
5 本時案 (第 1次第2時)
本時 の 7+5な どの答 え を並べ た ブ ロ ック を 見 なが ら考 えて い く中で , 被 加 数 の 7にあ と











教 師 の 支 援
1(I)場面絵を見ながらお話をする中で,
































































4 本時の学習を振 り返らせ,答えが 10を超えるたし井
の計算の仕方を見つけたし,それを説明することができ
るようになったことをまとめるようにする｡
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